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１．はじめに 
  
                             地域連携研究機構・放射線研究センター長   奥田修一 
 
地域連携研究機構・放射線研究センターは、大規模かつ総合的な放射線施設を全学共同

利用施設として管理運用すると共に、地域貢献活動に全力を注いできました。2015年度か
ら、機構組織が一部改編されましたが当センターに変化はありません。 

 
現在のセンター教員11名は、それぞれが施設を活かした特徴ある研究を行っています。 
2013度に新設された工学研究科「量子放射線系専攻」を担当し、効果的に教育研究に取り
組んでいます。2014年度末には、博士前期、後期課程の最初の修了生が社会に旅立ちました。
学士課程との直接の結びつきがなく、広く学内外から学生を受け入れるため、他大学や外国

からの留学生が多いことが特徴です。海外とは、韓国、ラオス、ベトナムの大学や研究機関

との協定に基づき、学生の受け入れや研究交流を行ってきました。 
 
原子力分野で人材育成が重要ですが、取り組める大学が限られています。2012-2014年度
文部科学省原子力人材育成等推進事業「地域に根付いた放射線施設活用による関西連携指導

者人材育成」に取り組み、連携機関等の協力を得て、実施11機関のうち「極めて優れた成果
を得た」2機関のひとつに選ばれました。さらに2015年度には、他大学にない強力なコバル
ト60ガンマ線源を活用した実践的な人材育成事業が採択されました。これらは、原子力・放
射線関連機関の連携が強い関西地域の特徴を活かしたものです。 
恒例の放射線知識普及活動「みんなのくらしと放射線展」では、2015年度も特徴あるイベ
ント「ハイスクール放射線サマークラス」を行い、9校の高校生達が研究の成果を競い合い
本学辻理事長・学長の激励を受けました。 

 
今後のセンターのあり方を大きく転換する、2016年度文部科学省「共同利用・共同研究拠
点」認定の申請を行いました。全国でも数少ない量子放射線関連基盤研究施設に全国の研究

者が集まって、高度研究拠点を目指すことになります。 
 
このようにわれわれは、種々の垣根をはずして、学際的かつ機関連携による教育・研究、

地域貢献活動を推進します。ただ、忘れてはならないのは、極めて限られた予算やマンパワ

ーのもと、背伸びをしすぎず、特に放射線安全等に万全を期さなければならないことです。

この意味での厳しさは従来と変わるところがありません。 
 
 この報告書は、2014年度以降の放射線研究センターの共同利用の成果を、関連情報と共
にまとめたものです。是非ご覧ください。そして放射線研究センターの今後の活動に、一

層のご協力、ご支援をお願い申し上げます。 
 
2016年1月 
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Figure 1. Changes in (a) density and (b) positron lifetime during isothermal annealing at 

671K(X=49) and 683K(X=45). 
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Ueda J., Sakamoto-Kanetake M., Toda Y., Miyamoto K., Uheda E., Daimon H., Auxin polar transport is essential for 

the early growth stage of etiolated maize (Zea mays L. cv. Honey Bantam) seedlings. Plant Prod. Sci. 17(2) 

144-151 (2014) 

Miyamoto K., Yamasaki T., Uheda E., Ueda J., Analysis of apical hook formation in Alaska pea with a 3-D clinostat 

and agravitropic mutant ageotropum. Frontiers in Plant Science, doi. 10.3389/fpls.2014.00137 (2014) 

Saniewski M.,  Węgrzynowicz-Lesiak E., Góraj J., Miyamoto K., Ueda J., Effect of inhibitors of auxin polar 

transport on the growth induced by indole-3-acetic acid and indole-3-butyric acid in excised stem of tulip. Plant 

Science LI (6): 74-78 (2014) 
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Saniewski M., Góraj J.,  Węgrzynowicz-Lesiak E., Miyamoto K., Ueda J., Differential effects of auxin polar 

transport inhibitors on rooting in some Crassulaceae species. Acta Agrobotanica 67(2): 85-92 (2014) 

 

Saniewski M.,  Węgrzynowicz-Lesiak E., Góraj J., Miyamoto K., Ueda J., Effect of inhibitors of auxin polar 

transport on the growth induced by indole-3-acetic acid and indole-3-butyric acid in excised stem of tulip. Jubilee 

Scientific Conference with Internal attendance “Challenges and Achievements of Contemporary Floricultural 

Science”, April 16, 2014, (35th Anniversary of the Institute of Ornamental Plants – Sofia), Sofia, Bulgaria. 

Miyamoto K., Kotake T., Saniewski M., Ueda, J., Gummosis in bulbous plants of grape hyacinth and tulip: Focus on 

hormonal regulation and chemical composition of gums. 41st Annual Meeting of the Plant Growth Regulation 

Society of America & Japanese Society for the Chemical Regulation of Plants, July 13-July 17, 2014, San 

Francisco, California, USA. 

Ueda J., Kamada M., Oka M., Miyamoto K., Uheda E., Higashibata A., Auxin polar transport is essential for 

graviresponse of etiolated pea seedlings. 41st Annual Meeting of the Plant Growth Regulation Society of America 
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３．平成 年度共同利用報告会プログラム

 
日時：平成 27 年 12 月 21 日（月）13:20‐17:30 
場所：大阪府立大学学術交流会館多目的ホール 
参加費：無料 
 

プログラム（下線講演者） 
 
13:20 開会のあいさつ      奥田修一 
 
13:30-14:30 [生物効果] 座長：川西優喜（阪府大院理） 
13:30 生レバーからみた食品照射の展望 

古田雅一（阪府大地域連携） 
13:50 羊毛ケラチンを用いた多孔質ハイドロゲルとフィルムの研究 

村田重徳、伴ノ内優太、尾崎由季、高木優輔、森英樹、原正之（阪府大院理） 
14:10  オオミジンコの脱皮ホルモン受容体リガンドを検出する酵母レポーターアッセイ

系の確立 
高田英治、原島小夜子、川西優喜、八木孝司（阪府大院理） 

14:30 休憩 
 
14:40-15:40  [コバルト施設] 座長：伊藤憲男（阪府大地域連携） 
14:40 コバルト 60 照射プールを用いた人材育成プログラム 

谷口良一、伊藤憲男、宮丸広幸、小嶋崇夫、松浦寛人、古田雅一 
（阪府大地域連携）、矢羽多秀高（阪府大院工） 

15:00 大阪府立大学照射用 Co60 線源プールにおける水中線量分布測定 
宮丸広幸、小嶋崇夫、谷口良一、奥田修一（阪府大地域連携） 

15:20 ガンマ線照射下の窒素ガス雰囲気の希薄塩水中における鉄の腐食速度の測定と酸

化性化学種の分析 
神田泰寛、井上博之、岩瀬彰宏（阪府大院工）、小嶋崇夫（阪府大地域連携） 

15:40 休憩 
 
15:50-17:30  [量子ビーム] 座長：秋吉優史（阪府大地域連携） 
15:50 表面分析のための１MeV イオン加速器の整備状況報告 

  宮丸広幸、奥田修一（阪府大地域連携） 
16:10 過共晶 ZrCuAl バルクアモルファス合金に対する電子線照射効果の組成依存性 

小林一基、石井康嗣、岩瀬彰宏、堀史説（阪府大院工）、徐虬、佐藤紘一（京大炉）、 
横山嘉彦、今野豊彦（東北大金研）、斎藤勇一、石川法人（原子力機構） 

16:30 電子線照射による FeAl 金属間化合物中の生成欠陥のエネルギー依存性 
上野陽平、石山大志、岩瀬彰宏、堀史説（阪府大院工）、大澤一人（九大応力研）、

徐虬、佐藤紘一（京大炉） 
16:50 陽電子消滅法を用いた CeO2中に生成された格子欠陥の評価 

−41−



山本優輝、堀史説、岩瀬彰宏（阪府大院工） 
17:10 陽電子消滅測定を用いた過共晶バルクアモルファス合金の自由体積の構造緩和に

関する研究 
石山大志、石井康嗣、岩瀬彰宏、堀史説（阪府大院工）、 
横山嘉彦、今野豊彦（東北大金研） 

 
17:30  閉会のあいさつ 古田雅一 
 

（講演各 20 分、含質疑応答） 
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４．    
大阪府立大学 21 世紀科学研究所 

「量子ビーム誘起反応科学研究所」活動報告 
          

大阪府立大学地域連携研究機構   奥田修一 

（＊本報告に関する連絡先：電話（内線）4227、メール okuda@riast.osakafu-u.ac.jp） 

 

大阪府立大学 21 世紀科学研究所「量子ビーム誘起反応科学研究所」は、量子ビームによって誘起さ

れる反応の過程を、量子ビームと物質との相互作用の基礎に基づいて解析し、複雑な生体における反

応の解明にまで結び付けることを目標に掲げている。地域連携研究機構・放射線研究センターにおけ

る施設を活用した学際研究を組織を、部局横断的に推進してきたが、2013 年度新設の大学院工学研究

科「量子放射線系専攻」の充実に伴い、新たな方向を模索している。以下に 2014-2015 年度の活動の概

要を示す。 

 

1. 研究活動 

(1) 量子ビームに関する所内研究活動、学外との共同研究活動 

(2) 主な外部資金：科学研究費補助金、高エネルギー加速器研究機構大学等連携支援事業 

(3) 韓国、国立江原大学校サイクロトロン研究所、原子力研究所との交流 

(4) 韓国 Food and Bio-Industry Research Institute, Kyungpook National Univ. との交流 

(5) ベトナムダラット大学との交流 

2. 学会等発表（下記にまとめられている） 

(1) 大阪府立大学地域連携研究機構・放射線研究センター平成 25 年度共同利用報告書 

3. その他の活動 

(1) 大阪府立大学地域連携研究機構・放射線研究センター平成 25 年度共同利用報告会 

（2015 年 12 月 21 日開催、放射線研究センターとの共催） 

(2) 放射線研究センター活動への参画：将来計画への提言と加速器の整備 

4. 研究活動とその成果の公表 

http://chokai.riast.osakafu-u.ac.jp/~housya3/contents/riqbs_syokai.html  

 

研究所員  

地域連携研究機構放射線研究センター 教授・奥田修一 （研究所長） 教授・谷口良一 

教授・古田雅一 助教・小嶋崇夫 

大学院理学系研究科生物科学専攻   教授・児玉靖司 教授・原正之 助教・白石一乗 

大学院工学研究科物質･化学系専攻    教授・岩瀬彰宏 准教授・堀史説 

 

研究所連絡先  

地域連携研究機構放射線研究センター 量子線材料科学研究室 奥田修一  

電話番号：072-252-1161（代表） E-mail：okuda@riast.osakafu-u.ac.jp  
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